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主論文 

Oncogenic role of TYRO3 receptor tyrosine kinase in the progression of pancreatic 

cancer 

（膵癌の進行におけるTYRO3受容体チロシンキナーゼの発癌性の役割） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は受容体チロシンキナーゼであるTYRO3の膵癌における発現をヒト膵癌細胞株お

よび患者検体で確認し、その機能について検討したものである。RNAiを用いたTYRO3のノッ

クダウン、またはプラスミドベクターを用いた過剰発現実験により、TYRO3の下流シグナル

因子としてphosphorylation of protein kinase B（Akt）とextracellular signal-regulated 

kinase（ERK）を同定した。ヌードマウスを用いた異種移植実験において、TYRO3ノックダ

ウンにより腫瘍増殖が抑制されることを示した。さらに、ヒト浸潤性膵管癌の切除検体に

おいて、膵癌組織中のTYRO3の発現が予後不良と関連していることを示した。本論文の内容

は、膵癌の浸潤増殖におけるTYRO3の機能と治療標的としての可能性を示唆するものであり、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 


